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令和４年度 

川崎市立小学校 

学習状況調査報告 

（概要） 
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◎ 調査の概要 

 
１ 調査の目的 

全市的な規模で児童の学習状況を調査することにより、学習指導上の問題点及び改善点を明らかにする。その結果を、

各学校においては、今後の学習指導法の改善や教育課程編成の工夫等、児童の基礎学力の向上に役立てる。 

 
２ 調査の内容 

 ○国語・算数 

  調査の目的に基づき、学習指導要領の定める第４学年までの内容のうち、ペーパーテストで調査を行うことが適当

な項目について調査を実施した。 

 

 ○学習意識調査（生活や学習についてのアンケート） 

  児童の学習や生活に対する意識等について明らかにするために、児童を対象とする意識調査を実施した。 

 

３ 調査の対象  市内全市立小学校の第５学年の児童 

 

４ 調査実施日及び調査対象教科・人数 

 （1）調査実施日  令和４年５月 10日（火） 

 

 （2）調査対象教科・人数  小学校第５学年  

                  国語                11,625人／12,267人（5/1現在） 

算数                11,625人／12,267人 

生活や学習についてのアンケート   11,637人／12,267人 
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１ 出題・観点等一覧 

領域等ごとの正答率（【 】内は令和３年度） 

 

  

話すこと・聞くこと 72.4％【78.1％】 

書くこと 70.1％【72.4％】  

読むこと 73.2％【72.0％】 

知識及び技能 82.6％【77.6％】 

比較的よい状況と考えられる主な設問 ４（３） 叙述をもとに登場人物の性格を読み取ることができる。（94.8％） 
課題があると考えられる主な設問   ５（４）③文章の要点や細かい点に注意しながら読み、文章を要約することができる。(51.4%) 

７ ２  自分の考えとそれを支える理由との関係を明確にして書くことができる。(49.7%) 

 

◎国語調査結果の概要 
１ 出題・観点等一覧 
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２ 

「
考
え
を
明
確
に
書
き
表
す
こ
と
」
に
注
目
し
た
問
題 

自
分
の
考
え
と
そ
れ
を
支
え
る
理
由
と
の
関
係
を
明
確
に
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
る 

書くこと 

７
２
（
報
告
書
Ｐ
20 

問
題
Ｐ
10
参
照
） 

正
答
例 

・
（
な
ぜ
な
ら
、
）
き
け
ん
な
場
所
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、

通
学
路
を
使
う
と
き
に
い
つ
も
気
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
す
。
【
Ａ
の
取
組
を
選
ん
だ
場
合
】 

 

正
答
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
割
合 

（
１
）
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
た
登
下
校
を
う
な
が
す
活

動
と
し
て
、
選
ん
だ
こ
と
の
よ
さ
が
伝
わ
る
よ
う

に
書
い
て
い
な
い
。
9.5
％ 

（
２
）
自
分
の
考
え
を
書
い
て
い
な
い
。
0.4
％ 

（
３
）「
な
ぜ
な
ら
」
に
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
る
よ
う
に
書

い
て
い
な
い
。
5.8
％ 

（
４
）
三
十
字
以
上
、
五
十
字
以
内
で
書
い
て
い 

な
い
。
3.9
％ 

正
答
率 

49.7
％ 

 

国語科で課題があると考えられること  

「目的を意識して必要な情報を見付けたり、考えを明確に書き表したりすること」 

【
授
業
改
善
に
向
け
て
】 

・
文
章
を
書
く
際
に
は
構
成
や
書
き
表
し
方
を
推
敲
す
る
習

慣
を
つ
け
る
指
導
の
工
夫
。 

・
日
常
的
に
書
く
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
く
指
導
の
工
夫
。 
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５

（4）
③
（
報
告
書
Ｐ
17 

問
題
Ｐ
７
～
Ｐ
８
参
照
） 

文
章
の
要
点
や
細
か
い
点
に
注
意
し
な
が
ら
読
み
、
文
章
を
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る 

３ 

「
目
的
を
意
識
し
て
必
要
な
情
報
を
見
付
け
る
こ
と
」
に
注
目
し
た
問
題 【

正
答
】 

 

た
め
こ
む 

 

【
正
答
率
】 
51.4
％ 

読むこと 

 

【
授
業
改
善
に
向
け
て
】 

・
目
的
を
明
確
に
し
て
文
章
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
指
導
の

工
夫
。 

・
目
的
に
応
じ
て
各
段
落
を
短
く
ま
と
め
た
り
、
全
文
を
要

約
し
た
り
す
る
指
導
の
工
夫
。 
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正答

選択 短答 記述 選択式→番号　短答式→言葉　記述式→文章 知識・技能
思考・判断・

表現

1 ○ ☆ 570 ◎ ○ 小数を，0.01をもとにしていくつ分かで考えることができる。 75.8

2 ○ ☆ 23 ◎ ○ 小数を，0.01をもとにしていくつ分かで考えることができる。 92.4

3 ○ ☆ 593 ◎ ○ 小数のたし算の仕組みを，整数のたし算をもとにして考えることができる。 72.9

4 ○ ☆ 0.46 ◎ 数直線上の小数を読み取ることができる。 80.7

5 ○ ☆ 0.508 ◎ 数直線上の小数を読み取ることができる。 65.7

6 (1) ☆ 37.09 ◎ 小数のひき算 ４年Ａ（４）ア（ウ） 62.9

7 (2) ☆ 6.75 ◎ わり算 （整数）÷（整数）のわり進む除法ができる。 ４年Ａ（４）ア（エ） 63.5

8 (3) ☆ 55 ◎ 式と計算 四則混合計算ができる。 ４年Ａ（６）ア（ア） 80.9

9 (4) ☆ ◎ 分数のたし算 帯分数を含む同分母分数の加法ができる。 ４年Ａ（５）ア（イ） 71.3

10 3 ☆ 5(本できて,）1.2(cmあまる｡） ◎ ○
小数と整数のかけ

算・わり算
Ａ 数と計算 （小数）÷（１けた）の余りのある除法の適用問題ができる。 ４年Ａ（４）ア（エ） 56.5

11 (1) ☆ 10 ◎ ○ 分数が単位分数のいくつ分かで表せることがわかる。 74.3

12 (2) ☆ ◎ テープ図に示された分数を読み取ることができる。 55.1

13 (3) ☆
※仮分数を帯分数，帯分数や整数を仮分数にしていても，並
び順があっていれば正解とする。

◎ 分数の大小がわかり，仮分数・帯分数・整数を大小順に並べることができる。 71.1

14 (1) ☆ ねだん：左から40，120　　割合：□　（完答） ○ ◎ もとにする量と倍の関係を図に表すことができる。 29.2

15 (2) ☆
きゅうりは（120÷40＝3で）3倍の値上がりで，レタスは
（200÷100＝2で）2倍の値上がりだから
（，きゅうりのほうがより値上がりしたと考えました）。

◎ 割合を用いた比べ方を理解し，正しく説明することができる。 62.2

16 6 ☆ 83＋17　または　100 ◎ 式と計算 Ａ 数と計算 計算のきまりを理解している。 ４年Ａ（７） 37.9

17 7 ☆ ①500＋300＋200　　②1000　（完答　正答は一例） ◎ ○ がい数 Ａ 数と計算 概数の表し方を理解し，切り上げの計算をすることができる。 ４年Ａ（２） 54.6

18 8 ☆ 1，3，4に○　　2，5に× ○ ◎ 図形の見方 Ｂ 図形
図形を構成する要素に着目し，図形を組み合わせてできる形を考察することがで

きる。
４年Ｂ（１） 55.4

19 (1) ☆ ３ ◎ 180°よりも大きい角のおよその大きさをとらえることができる。 69.5

20 (2) ☆ 220（度） ◎ 180°よりも大きい角を分度器を用いて求めることができる。 59.2

21 (1) ☆ 5×6（＝30）　または　6×5（＝30） ◎ 長方形の面積を求めることができる。 ４年Ｂ（４）ア（ア），（イ） 66.9

22 (2) ☆ ２ ◎ ○ 面積の大きさについての感覚を身につけている。 ４年Ｂ（４）ア（ア） 29.0

23 11 ☆ １ ◎
垂直・平行と四角

形
Ｂ 図形 平行四辺形の作図の仕方を性質をもとに考えることができる。 ４年Ｂ（１）ア（イ） 60.7

24 (1) ☆ ア，イ，ウ，オ（順不同，完答） ◎ 向かい合った角の大きさの性質がわかる。 67.1

25 (2) ☆ ウ，オ（順不同，完答） ◎ 四角形の対角線の性質がわかる。 42.0

26 (1) ☆ ５ ◎ 立方体になる展開図を判断することができる。 56.1

27 (2) ☆
辺アオ，辺イカ，辺ウキ，辺エク　（順不同，完答）
※辺の表記の無いものも正解とする。

◎ 立方体の面に垂直な辺がわかる。 58.3

28 14 ☆ 採点用正答用紙参照 ◎ 面積 Ｂ 図形 複合図形の面積を求める式の意味を理解し，図に示すことができる。 ４年Ｂ（４）ア（イ），イ 61.7

29 (1) ☆ 28（こ） ○ ◎ 数量の関係を読みとり，調べることができる。 79.8

30 (2) ☆ ○×４（＝△） ◎ ○ ともなって変わる二つの数量の関係を式に表すことができる。 61.8

31 (1) ☆ ろう下で打ぼくをした人の数 ◎ 2次元表を理解し，値を説明することができる。 81.4

32 (2) ☆ ２，４　（順不同，完答） ○ ◎ 表から傾向を読み取ることができる。 65.1

※解答形式について…問題が「選択肢問題」、「短答問題」、「記述問題」のいずれであるかを☆で表しています。

算数 出題・観点等一覧 教科平均正答率　63.2

16 整理のしかた
Ｄ データの活
用

４年Ｄ（１）ア（ア），イ

15 変わり方 C 変化と関係 ４年Ｃ（１）

４年Ｂ（２）ア，イ

12
垂直・平行と四角
形

Ｂ 図形 ４年Ｂ（１）ア（イ）

13 立体 Ｂ 図形

9 角 Ｂ 図形 ４年Ｂ（５）

10 面積 Ｂ 図形

4 分数の大きさ Ａ 数と計算 ４年Ａ（５）

5 くらべ方 Ｃ 変化と関係 ４年Ｃ（２）

2 Ａ 数と計算

平均正答率（％）

市全体

1

(1)
小数のたし算・ひき
算

Ａ 数と計算 ４年Ａ（４）ア（イ）

(2) 小数のしくみ

観点

問題の内容 領域 出題のねらい 学習指導要領
通し

番号

大問

番号

中問

番号

小問

番号

解答形式

4
 

 
または

  

 

1
 

 
  または

 

 

 （→）
  

 
（→） 2 

 

 
（→） 1 

 

 
（→）

 

 
（完答）

 

   
の位までの減法ができる。

あ

い

う

え

お

◎算数調査結果の概要 
１ 出題・観点等一覧 

比較的よい状況と考えられる主な設問 １（１）小数を、0.01をもとにしていくつ分かで考えることができる。２（３）四則混合計算ができる。（80.9%）  

課題があると考えられる設問     ３  （小数）÷（１けた）の余りのある除法の適用問題ができる。（56.5％） 

５（１）もとにする量と倍の関係を図に表すことができる。（29.2%） 

領域ごとの正答率（【 】内は令和３年度） 

数と計算   67.7％【69.5％】 
図形     56.9％【55.9％】 
変化と関係  58.3％【59.8％】 
データの活用 73.3％【73.6％】 
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２ 場面に応じて適切に判断することに注目した問題 

                 （報告書 Ｐ30  問題 Ｐ３ 参照） 

数と計算 

（小数）÷（１けた）の余りのある除法の適用問題ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【主な誤答】 ・５本できて 12㎝あまる。（3.3％） 

        ・5.3本できて△㎝あまる。 

        ・53本できて△㎝あまる。 などのわり進みの児童 

        ・５本できて 0.3㎝あまる。     （22.2％） 

 

（参考）Ｒ３年度 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【正答】 ５本できて 1.2㎝あまる。 

【正答率】５６．５％ 

 

【正答率】５２．４％ 

大問３ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

正答率％ ５６．６ ５６．２ ４７．７ ５２．４ ５６．５ 

 

算数科で課題があると考えられること 

「目的や場面を把握しそれに応じて考察し判断すること」 

【授業改善に向けて】 

 

〇問題場面を把握するために 

具体物や半具体物、図を用いて表現する活動 

 

〇商とあまりの関係も明確にするために 

場面の意味を考える活動 

 

・問題を読んだときに見積もること 

→「答えがどのくらいになりそうか」 

→「どんな数になりそうか」 

 

・結果から振り返ること 

→「出てきた答えが本当に問題場面と結びついて 

いるか」 
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１ 授業に対する好感度・理解度について 

（報告書Ｐ59 参照） 好感度  問５～１０  次の授業は、すきですか。                              平成 17年度からの経年変化 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50

55

60

65

70

75

80

85

90

問５～１０ 好感度（各教科）

国語 社会 算数 理科 英語 総合

◎生活や学習についてのアンケート 

 

国語 R2 66.4％  -6.3 

R3 69.7％  +3.3 

   R4 68.5％  −1.2 

社会 R2 67.1％  -4.4 

R3 68.6％    +1.5 

R4 66.2％  −2.4 

算数 R2 68.5％  -3.7 

R3 68.8％    +0.3 

R4 65.7％  −3.1 

理科 R2 84.8％  -2.8 

R3 85.0％    +0.2 

R4 83.9％  −1.1 

英語 R2 72.5％ 

      R3 72.8％    +0.3 

R4 72.3％  −0.5 

総合 R2 82.9％  -1.8 

R3 85.0％    +2.1 

R4 82.8％  −2.2 

 

「すきだ」と「どちらかとい

えば、すきだ」と回答した児童

は、Ｒ３年度と比べてすべての

教科で減少している。 

国語 

社会 

理科 

英語 算数 

総合 
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（報告書Ｐ60 参照） 理解度  問 11～15  次の授業は、よくわかりますか。 

        平成 17年度からの経年変化 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

「わかる」「どちらかといえ

ば、わかる」と回答した児童を

Ｒ３年度と比較するとすべて

の教科で減少している。 

国語 R2 91.8％  -2.0 

R3  93.1％    +1.3 

   R4 92.6％  −0.5 

社会 R2 88.1％  -1.7 

      R3  87.3％  -0.8 

R4 86.6％  −0.7 

算数 R2 86.7％  -0.6 

      R3  85.8％   -0.9 

R4 83.9％  −1.9 

理科 R2 93.8％  -1.1 

      R3  94.2％   +0.4 

R4 94.0％  −0.2 

英語 R2 80.3％ 

      R3  81.0％   +0.7 

R4 80.3％  −0.7 

 

 

 

75

80

85

90

95

100

問１１～１５ 理解度（各教科）

国語 社会 算数 理科 英語

国語 

社会 

算数 

理科 

英語 
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２ 自尊心・将来に関する意識などについて 

 

（報告書Ｐ69 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.2 %

42.2 %

46.4 %

38.9 %

37.2 %

34.8 %

15.3 %

12.9 %

11.6 %

8.3 %

7.4 %

7.0 %

0.3 %

0.3 %

0.2 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R3

R4

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

無回答

自己肯定感 

問 46 自分には、よいところがあると思いますか。 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児

童の割合は、81.2％で、３年度より 1.8ポイント増加した。 

81.2 

76.1 

79.4 

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 H31 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

問46 自己肯定感

平成 27年度からの経年変化 

R4 81.2％ 

H31 81.2％ 
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（報告書Ｐ69 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.7 %

69.9 %

69.6 %

16.5 %

15.3 %

15.3 %

8.8 %

7.5 %

7.4 %

8.7 %

7.0 %

7.4 %

0.3 %

0.2 %

0.2 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R3

R4

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

無回答

将来に関する意識 

問 47 将来の夢や目標を持っていますか。 

82.2 

84.9 

85.2 

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 H31 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

問47 将来の夢や目標

「あてはまる」「どちらかといえば、あてはまる」と回答した児

童の割合は、84.9％で、３年度より 0.3ポイント減少した。 

平成 27年度からの経年変化 

R4 84.9％ 

H31 87.6％ 



11 

 

３ 自尊意識とのクロス集計について 

 

（報告書Ｐ77～Ｐ78 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

学校生活が楽しい児童ほど、学習に対する好感度が高い傾向があ

る。学校生活は「楽しくない」と回答した児童の 80.5％、「どちら

かといえば、楽しくない」と回答した児童の 72.4％が勉強は「すき

ではない」、「どちらかといえば、すきではない」と答えている。 

 

 １ 学校の楽しさ【問１】×学習に対する好感度【問２】  ３ 学習に対する好感度【問２】×勉強する理由【問４】 

好感度が高い児童ほど「わかると楽しいから」と回答する割合が

多い。「すきだ」と回答した児童と「すきではない」と回答した児

童とでは 23.6 ポイントの差がある。「すきではない」と回答した

児童の 14.1％が勉強する理由として「家の人やまわりの人にいわ

れるから」を選んでおり、他に比べて多い。 

26.7%

10.3%

7.7%

9.7%

45.8%

32.4%

20.0%

9.2%

21.8%

42.0%

33.8%

15.5%

5.6%

15.2%

38.6%

65.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽しい（64.6％）

どちらかといえば、楽しい

（28.7％）

どちらかといえば、楽しくない

（4.8％）

楽しくない（1.8％）

すきだ どちらかといえば、すきだ どちらかといえば、すきではない すきではない

すきだ どちらかといえば、すきだ 

72.5％ 

すきではない どちらかといえば、すきではない 

72.4％ 

80.5％ 

32.6%

22.2%

12.2%

9.0%

16.4%

12.9%

11.9%

10.3%

35.0%

43.4%

47.6%

44.3%

14.1%

18.8%

21.1%

17.5%

1.2%

1.7%

2.6%

4.4%

0.3%

0.9%

4.4%

14.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すきだ（20.8％）

どちらかといえば、すきだ

（40.1％）

どちらかといえば、すきで

はない（28.0％）

すきではない（11.0％）

わかると楽しいから 受験に役に立つから

将来の仕事に役に立つから 生活するのに役に立つから

ほめてもらえるから 家の人やまわりの人にいわれるから

わかると楽しい 

将来の仕事に役に立つ 家の人やまわりの人にいわれる 

23.6 
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（報告書Ｐ84 参照） 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 21 自己肯定感【問 46】×国語・算数の正答率 

79.0%

75.9%

74.2%

71.6%

66.8%

61.3%

58.5%

56.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自己肯定感＝当てはまる（46.4%）

自己肯定感＝どちらかといえば、

当てはまる（34.8%）

自己肯定感＝どちらかといえ

ば、当てはまらない（11.6%）

自己肯定感＝当てはまらない

（7.0%）

国語 算数

「自分にはよいところがあると思う（当てはまる）」と回答している児

童ほど国語・算数の正答率が高い。「当てはまらない」と回答した児童

の国語と算数の正答率は、それぞれ 71.6％、56.6％で、「当てはまる」

と回答した児童とは、7～10ポイントほどの開きがある。 

算数 

差 10.2 

国語 

差 7.4 
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（報告書Ｐ75 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 73 ４年生までに受けた授業で、GIGA 端末などの ICT 機器をどの

程度使用しましたか。 

問 74 学校がある日（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、スマート

フォンやコンピュータ・GIGA 端末などの ICT 機器を、勉強のために

使っていますか。 

32.0％の児童が、授業で「ほぼ毎日」ICT機器を使用していると回答して

おり、「週１回以上」と合わせると 78.4％である。 

 

「30分より少ない」が 31.7％で最も多く、「30分以上、１時間より少ない」

が 27.8％、「１時間以上、２時間より少ない」が 14.2％である。 

 

32.0 % 46.4 % 15.2 %

5.5 % 0.8 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R3

R4

ほぼ毎日 週1回以上 月1回以上 月1回未満 無回答

78.4％ 

5.8%

7.0 % 14.2 % 27.8 % 31.7 % 12.6 %

0.7 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R3

R4

3時間以上 2時間以上、3時間より少ない

1時間以上、2時間より少ない 30分以上、1時間より少ない

30分より少ない まったく使っていない

無回答

30 分より少ない 

30 分以上、１時間より少ない 

１時間以上、２時間より少ない 

１時間以内 59.5％ 

４ ICT活用に関する新規の４項目について 
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（報告書Ｐ75～Ｐ76 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 75 先生に指示されたときだけでなく、自分から進んで GIGA

端末を活用していますか。 

問 76 GIGA 端末を活用することで、学習を見通したり振り返ったり、

話し合い、自分の考えを深めることができていますか。 

30.4 % 33.2 % 22.9 % 12.8 %

0.7 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R3

R4

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

無回答

38.3 % 37.3 % 16.7 % 6.9 %

0.7 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R3

R4

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

無回答

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童の割

合は 63.6％である。 

 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童の割合は

75.6％である。 

 

 

63.6％ 75.6％ 
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川崎市学習状況調査 わかりやすい個票を保護者・児童に提供 

 

◎ 調査結果の活用 

 

児童・保護者に学習状況を伝え、一人一人の課題を明確にし、学習に取り組む態度や家庭学習の改善に役立てます。 

 

【様々な情報提供】 

小問別、領域別、観点別に

川崎市平均正答率と結果

を示しています。 

 

小問別、領域別、観点別に

川崎市平均正答率と結果

を示しています。 

 

数値は川崎市の全体の割合(％) 

本人の選択は網掛け部分 

【意識調査】 

アンケート調査については、

国語、算数について授業の理

解度などについて選択肢別

の回答率を示しています。 
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児童・保護者に学習状況を伝え、一人一人の課題を明確にし、児童それぞれの力にあったフォローアップシートを提供します。 

 

川崎市学習状況調査 児童個別振り返りシートを保護者・児童に提供 

 
 

【わかりやすい提示】 

児童の学習状況をもとに、振り

返り問題として領域ごと児童

にあったフォローアップ問題

が提供されます。（例は算数科

のもの） 


